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.
金
揮
官
蹴
志
巻
九

、
韓
義
飴
考
に
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
貞
享
二
年
梅
染
の
事
に
付
、
紺

屋
様
取
結
甲
屋
奥
助
の
言
上
書
に
、
大
納
言
利
家
卿
御
代
よ
り
染
物

設
仰
付
-
錦
紺
屋
新
五
与
申
者
、
身
代
訟
と
る
で
大
槌
町
末
に
健
在
、

新
五
方
に
数
通
之
御
容
所
持
仕
。
と
記
載
す
。
是
彼
の
別
家
新
助
が

家
怠
る
ぺ
し
。
享
保
十
九
年
の
金
滞
細
見
回
繕
に
、
今
一
冨
ふ
紺
屋
坂

に
居
た
る
紺
屋
の
子
孫
、
今
塩
屋
町
の
御
舘
紺
屋
た
り
と
い
へ
り
と

あ
り
。
子
孫
零
落
し
て
緒
方
へ
縛
宅
せ
し
と
聞
ゆ
。

。
紺
屋
坂
門

奮
藩
中
は
.
紺
屋
坂
門
と
て
坂
下
に
門
あ
り
。
元
藤
十
四
年
六
月
廿

六
日
の
覚
書
に
、
紺
屋
坂
腰
掛
脇
御
門
よ
り
蓮
池
の
方
へ
遜
り
ぬ
け

申
事
不
ν
仕
答
。
御
用
に
而
相
通
り
候
面
々
者
、
押
被
昌
遁
置
-
候
。
然

底
御
用
無
v
之
面
々
茂
通
り
抜
往
来
仕
者
有
v
之
由
。
御
用
無
之
者
狼

に
遇
抜
不
ν
仕
桜
花
、
何
茂
出
仕
之
時
分
.
諸
頭
中
ね
茂
此
の
御
横
目

中
よ
り
可
a
由
・
談
-
回
目
.
月
番
畳
岐
殿
被
昌
仰
一
関
吋
と
あ
り
。
又
年
譜
に
.

元
総
十
二
年
八
月
廿
七
日
紺
屋
坂
御
門
際
に
於
て
、
定
番
馬
廻
組
小

坂
伴
七
与
組
外
山
本
次
太
夫
之
養
子
三
郎
兵
衛
与
喧
略
、
伴
七
母
方

い
と
と
石
黒
平
八
不
v
計
此
所
h
来
り
、
助
太
刀
設
し
、
三
郎
兵
衡
を

斬
り
殺
す
。
伴
七
は
夜
に
入
り
死
す
と
い
ふ
と
と
見
え
た
り
。
右
の

e 

富
岡
景
周
の
蓮
池
考
に
云
ふ
。
蓮
池
の
地
名
は
.
古
来
よ
り
の
名
に

非
宗
。
蓮
池
掘
の
漣
り
な
る
地
ゆ
ゑ
に
‘
後
人
蓮
池
と
音
に
て
唱
で

蓮
池
掘
と
共
の
名
を
分
つ
よ
し
た
り
。
蓮
池
の
名
は
、
極
楽
橋
た
ど

L
同
じ
く
、
そ
の
い
に
し
へ
本
源
寺
尾
山
域
内
に
あ
り
し
頃
よ
り
の

遺
名
た
り
と
い
へ
り
。
平
次
按
や
る
に
‘
閥
屋
政
春
の
古
兵
談
に
.

尾
山
械
は
.
共
初
め
小
立
野
の
尾
崎
を
掴
断
ち
.
是
に
築
く
。
共
の

掘
切
は
‘
今
奥
村
伊
漁
屋
敷
と
按
と
の
問
の
蓮
池
た
り
。
蓮
池
よ
り

堂
形
の
方
へ
押
回
る
角
に
、
古
の
清
水
あ
り
。
金
銀
の
雲
母
浮
む
。

是
を
金
津
と
い
ふ
。
共
の
頃
は
‘
蓮
池
は
澗
堀
也
と
云
へ
り
。
右
等

の
僻
説
共
に
て
見
れ
ば
.
い
に
し
へ
本
源
寺
の
時
た
る
蓮
池
は
.
金

洗
滞
の
綬
き
に

τ、
彼
の
清
水
を
取
り
て
蓮
池
と
た
し
た
る
な
ら

ば
.
即
ち
今
一
式
ふ
怠
W
仙
の
地
‘
是
往
古
の
お
川
町
な
る
ぺ
し
o
蓮
池
摘

は
1

此
の
漣
り
な
る
壕
盤
な
る
に
よ
り
、
蓮
池
掘
と
は
後
に
呼
び
た

る
な
ら
ん
か
。
富
岡
氏
の
蓮
池
考
の
訟
は
請
け
が
た
し
。
奮
停
に
云

ふ
背
城
内
本
丸
の
地
に
‘
一
向
道
場
を
建
立
し
、
本
源
寺
と
披
し
‘

.
漉
比
金
樺
御
堂
と
呼
ぺ
り
。
又
郷
民
隼
崇
し
て
御
山
と
綿
す
。
山
の

・
麓
陀
蓮
池
を
鎗
り
、
或
は
花
園
を
聞
き
た
り
。
共
の
遺
稀
後
世
ま
で

，
志
磁
り
宅
.
蓮
池
.
の
地
を
剖
ぢ
蓮
池
と
稽
し
。
花
園
の
遺
践
を
ば
御

-
'. や

v

金
滞
古
蹟
志
・
巷
丸

四

門
は
、
百
問
調
往
来
週
門
に

τ、
宮
藩
中
は
此
の
門
に

τ往
来
人
を

改
め
た
り
し
か
ど
、
明
治
一
一
年
十
一
月
取
除
け
ら
れ
た
り
。

。
紺
屋
坂
番
所

奮
務
中
は
‘
紺
屋
坂
門
の
傍
に
あ
り
て
、
往
来
人
を
改
め
け
る
。
微

妙
公
夜
話
鍬
に
云
ふ
。
金
津
城
外
か
う
や
坂
の
番
人
を
念
に
小
松
へ

召
さ
れ
け
り
。
番
人
の
足
軽
茜
驚
き
参
上
す
る
底
、
利
常
卿
御
露
地
へ

.
召
出
さ
れ
、
老
年
ま
で
僻
怠
た
く
勤
番
設
し
、
紳
妙
に
思
召
す
た
り
、

罷
蹄
り
、
せ
ん
茶
給
ぺ
い
と
命
あ
り
て
、
金
子
五
雨
下
さ
れ
け
り
。

共
の
者
落
涙
致
し
有
難
が
り
し
に
‘
外
番
人
の
者
共
も
夫
よ
り
き
ほ

ひ
け
る
と
な
り
。
有
滞
永
貞
の
古
兵
談
磁
褒
集
に
は
、
小
松
よ
り
金

滞
の
足
額
番
人
を
召
さ
せ
ら
れ
、
紳
妙
に
思
召
皆
に
て
‘
金
子
十
雨

被
ν
下
v
之

d

と
載
せ
た
り
。
按
宇
る
に
、
右
は
利
常
卿
思
召
あ
り
て
の
事

た
る
べ
し
。
三
州
志
に
、
彼
妙
公
の
震
ν
人
を
按
宇
る
に
、
聴
懇
頓
敏
.

共
の
知
懸
鏡
の
如
く
‘
一
以
て
百
を
綜
し
‘
貧
賎
上
下
の
情
に
通
じ
.

治
飢
得
失
の
理
に
越
し
給
ふ
と
い
へ
り
。

。

蓮

池

此
の
地
は
、
今
百
聞
堀
往
来
の
脇
、
公
園
の
入
口
な
る
一
町
の
地
越

を
い
へ
り
。
奮
藩
中
は
.
此
の
地
を
音
讃
み
に
て
レ
シ
チ
と
呼
ぺ
り
。

花
畠
と
は
呼
ぺ
り
と
。
按
守
る
に
、
蓮
池
を
治
り
て
蓮
花
を
採
り
‘

悌
剥
に
供
養
す
る
事
は
、
働
家
の
た
ら
は
し
注
り
。
管
家
文
革
巻
凶

に
‘
菅
公
讃
岐
守
に
任
ぜ
ら
れ
赴
任
し
給
う
て
、
讃
州
に

τの
詩
の

小
序
に
‘
予
初
夜
v
境
，
巡
=
鵡
州
府
↓
府
之
少
北
有
二
蓮
池
-
一
京
ぺ
採
昌

摘
池
中
百
千
寓
輩
了
分
自
治
部
内
二
十
八
寺
吋
問
者
随
喜

e

見
者
殻
心

e

加
之
，
香
油
東
西
供
養
.
と
蹴
せ
給
へ
り
。
叉
醤
本
今
昔
物
語
に
、
加

賀
園
の
寡
婦
の
宅
中
に
蓮
池
あ
り
。
花
の
時
に
遇
ふ
毎
に
、
連
花
を

郡
中
の
諸
寺
に
分
供
し
‘
踊
陀
仰
を
供
養
せ
し
よ
し
見
h
.
鹿
保
胤

の
日
本
往
生
極
集
記
に
、
加
賀
固
有
二
婦
女
二
典
夫
宮
人
也
e

良
人

亡
後
者
志
在
a
柏
舟
プ
数
年
寡
居

e

宅
中
有
昌
小
池
↓
一
一
池
池
中
有
昌
遁
花

願
同
此
花
盛
閲
之
時
.
我
正
往
昌
生
西
方
二
間
以
a

此
花
-
錫
v動
R
d

供
昌
養

踊
陀
悌
ご
歩
遇
昌
花
時
刊
以
=
家
池
花
-
分
昌
供
郡
中
寺
--E
ぺ
と
あ
り
。

今
加
賀
園
石
川
郡
蝶
屋
庄
内
に
蓮
池
村
と
い
ふ
あ
り
。
彼
の
寡
婦
が

居
宅
中
た
る
蓮
池
は
、
若
し
く
は
此
の
地
た
ら
ん
か
。
故
陀
邑
名
と

成
り
た
る
に
や
。
慶
保
胤
は
‘
賀
茂
忠
行
の
二
男
に
て
、
寛
和
三
年

入
道
し
‘
往
生
停
を
作
る
と
見
b
た
れ
ば
‘
彼
の
寡
婦
も
共
の
以
前

の
人
な
る
べ
し
。
同
往
生
仰
に
.
近
江
固
坂
岡
郡
女
一
人
。
姓
息
長
氏

e

毎
年
採
一
司
致
摩
紅
蓮
華
-
供
『
養
擁
陀
働
吋
と
い
ふ
事
も
見
え
た
り
。
さ
て

五




